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総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

　
　
設
備
等
が
完
成
し
ま
し
た

⑵

　

ぼ
う
と
遥
か
を

漂
う
春
霞
に
ど
こ

か
胸
の
そ
わ
つ
く

麗
日
、
ピ
カ
ピ
カ

の
ラ
ン
ド
セ
ル
と

新
し
い
と
も
だ
ち
、

シ
ワ
の
な
い
ス
ー

ツ
は
冴
え
返
り
、
人
び
と
の
未

来
へ
発
つ
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
姿
が
と
て
も
眩
し
い
。
風

光
る
な
か
洋
々
と
芽
吹
く
様
子

を
目
に
し
、
さ
あ
咲
け
よ
と
エ

ー
ル
を
送
る
と
私
自
身
も
励
ま

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
心
持
ち
で
、

新
緑
の
季
節
は
不
思
議
と
皆
に

精
力
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
が
反
面
う
ら
う
ら
と
ふ

り
そ
そ
ぐ
桜
時
の
日
差
し
は
、

ふ
わ
り
ふ
わ
り
漂
う
油
断
の
な

い
や
つ
で
、
暖
か
く
朝
を
迎
え

さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
が
、
日
中

は
必
要
の
な
い
不
安
で
も
あ
る

か
の
よ
う
に
心
が
落
ち
着
か
な

い
。
枯
れ
草
の
合
間
か
ら
日
を

浴
び
る
福
寿
草
が
見
え
始
め
、

花
曇
り
に
じ
っ
と
雨
だ
れ
を
待

つ
座
禅
草
が
花
を
つ
け
た
。
な

ん
と
賑
や
か
で
慌
た
だ
し
い
季

節
な
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
気
付

け
ば
石
ば
し
る
時
間
と
出
来
事

に
押
し
流
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
垂
水
の
水
は
時
に
重
く
冷

た
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
流
れ
る

水
の
側
に
生
育
ま
れ
る
こ
と
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
。

　

使
用
に
つ
い
て

概
ね
五
月
頃
か
ら

十
一
月
頃
ま
で
で
、

お
問
い
合
わ
せ
に

つ
い
て
は
町
総
合

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

西
に
二
百
ｍ
で
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
を
そ
れ
ぞ
れ
両
側
に
備
え
て

い
ま
す
。

　

付
帯
設
備
は
ト
イ
レ

棟
が
一
棟
（
更
衣
室

付
）
東
屋
を
東
側
、
西

側
に
そ
れ
ぞ
れ
一
棟
づ

つ
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
は

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
脇
に
ダ

グ
ア
ウ
ト
と
器
具
置
き

場
が
、
ま
た
、
西
側
に

フ
ラ
ッ
グ
ポ
ー
ル
が
備

え
て
あ
り
ま
す
。

　

駐
車
場
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
脇
に
約
五
十
台
、
ま

た
、
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
駐
車
場
に
約
二
百

台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
等

の
試
合
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
練
習
等
に
多
く
の

皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
ジ
ュ

ニ
ア
用
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー

ル
一
組
を
新
規
で
購
入

す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
か
ら

中
部
横
断
自
動
車
道
の
残

土
処
理
等
に
伴
い
整
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
松
原
湖

高
原
の
町
営
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
す
が
、
こ
の
度
各

施
設
等
も
完
成
し
、
多
く

の
町
民
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
き
た
く
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
概
要
は

広
さ
が
南
北
に
百
ｍ
×
東

　

こ
れ
ま
で
、
教
育
長

が
兼
任
し
て
お
り
ま
し

た
公
民
館
長
で
す
が
、

こ
の
四
月
六
日
に
開
催

さ
れ
た
臨
時
の
教
育
委

員
会
に
お
い
て
、
新
た

に
井い

出で

和か
ず

利と
し

公
民
館
長

（
六
十
七
歳　

土
村
栄

町
）
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
平
成
二
十
九

年
四
月
五
日
ま
で
で
す
。

公
民
館
長
が

新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

公
民
館
長
が

新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

東屋（東側）

総合グラウンド全景
　東屋（西側）

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

　
　
設
備
等
が
完
成
し
ま
し
た

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

　
　
設
備
等
が
完
成
し
ま
し
た

教育委員長より辞令を受ける新館長
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そ
ん
な
私
も
、
今
で
は
店
長

と
な
っ
て
、
共
に
働
く
仲
間
を

指
導
す
る
立
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
ア
ル
バ
イ
ト
を

を
し
て
い
た
若
者
が
、
今
は
小

海
町
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
る

中
、
帰
省
な
ど
の
さ
い
に
、
買

い
物
に
来
て
く
れ
て
、「
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
で
教
え
て
貰
っ
た

事
が
今
の
バ
イ
ト
や
仕
事
で
役

に
立
っ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
に
、
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
で
き

る
仕
事
に
就
け
た
こ
と
を
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

て
生
ま
れ
育
っ
た
小
海
町
で
、

地
域
の
皆
様
方
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
の
で
き
る
仕
事
に
就
く
こ
と

が
で
き
た
悦
び
を
実
感
し
て
お

り
ま
す
。

　

転
職
当
初
は
、
職
種
の
全
く

異
な
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
仕
事
に
は
不
安
だ
ら
け
で

し
た
。
レ
ジ
打
ち
に
し
て
も
商

品
だ
け
で
な
く
公
共
料
金
の
取

扱
い
、
宅
配
便
の
受
付
な
ど
色

々
な
作
業
が
あ
り
、
そ
の
他
に

も
店
内
の
清
掃
、
商
品
の
品
だ

し
等
、
本
当
に
沢
山
の
仕
事
が

あ
り
、
そ
れ
ら
全
て
を
覚
え
る

こ
と
に
苦
労
し
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。

　

私
が
小
海
店
に
勤
務
し
て
か

ら
、
は
や
五
年
が
経
ち
ま
す
。

　

今
の
仕
事
に
従
事
す
る
ま
で

は
建
設
関
係
の
仕
事
に
た
ず
さ

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
県

内
県
外
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
や
、
三
月
か
ら
開
通
し
た
北

陸
新
幹
線
高
架
橋
の
建
設
に
も

従
事
致
し
ま
し
た
。

　

前
職
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
が
完
成
し
て
い
く
様
子
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ

　

こ
の
春
に
移
転
オ
ー
プ
ン
致

し
ま
し
た
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

小
海
店
店
長
の
新
津
と
申
し
ま

す
。

（165）

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

　
　
　

小
海
店
店
長

新
津
善
行

○
小
海
中
学
校　
着
任

教
　
諭

戸
枝　

良
江　

南
牧
中
学
校

佐
々
木
康
夫　

佐
久
中
学
校

市
川
夏
奈
子　

八
千
穂
中
学
校

長
岡　

香
里　

小
諸
擁
護
学
校

新
井　

恒
司　
篠
ノ
井
西
中
学
校

小
林　
　

剛　
岡
谷
東
部
中
学
校

武
藤　

彩
乃　

立
科
中
学
校

遠
藤　

奈
帆　

新
卒

事
　
務

坂
本
美
智
子　

南
牧
中
学
校

栄
養
教
諭

小
池
ひ
ろ
み　

小
諸
東
中
学
校

○
小
海
中
学
校　
転
退
任

教
　
諭

江
澤　

欣
一　

退
職

鷹
野　
　

健　

退
職

小
川　
　

靖　

御
代
田
中
学
校

柴
田
あ
ゆ
み　

開
成
中
学
校

山
岸
美
香
子　

小
諸
東
中
学
校

小
林　

友
之　
長
野
市
立
北
部
中
学
校

丸
田　

青
冴　

梓
川
中
学
校

征
矢
野
奈
美　

筑
摩
野
中
学
校

事
　
務

大
塚　

春
実　

退
職

水
上　
　

均　

北
相
木
小
学
校

○
小
海
小
学
校　
着
任

教
　
頭

五
明　

佳
代　

開
智
小
学
校

教
　
諭

千
葉　

弓
子　

南
牧
北
小
学
校

新
海　

早
苗　

中
込
小
学
校

中
島
袈
裟
秀　

八
千
穂
小
学
校

山
口　

喜
一　

南
牧
北
小
学
校

小
池　

純
子　

佐
久
西
小
学
校

○
小
海
小
学
校　
転
退
任

教
　
頭

土
屋　

哲
章　

弥
津
小
学
校

教
　
諭

平
澤　

誠
一　

野
岸
小
学
校

八
巻　

清
人　

退
職

佐
塚　

俊
昭　

中
込
小
学
校

井
出　
　

聡　
美
南
ガ
丘
小
学
校

中
嶋　

幸
子　

泉
小
学
校

臼
田　

雅
子　

平
根
小
学
校

　
　

6
月
11
日
㈭

　

英
会
話
教
室

　
　

6
月
上
旬
か
ら

　
　

第
1
・
第
3
火
曜
日
予
定

○
移
動
図
書

　

毎
月
5
の
付
く
日
（
休
日
の

場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

○
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日
は

　
夜
間
開
放
日

　

会
議
室
・
図
書
室
等
を
ご
利

用
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

○
毎
週
土
・
日
・
祝
日
は

　

昼
間
開
放
日

　

通
年
開
放
し
ま
す
。

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

お
問
い
合
わ
せ
先

　

小
海
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　

℡
0
2
6
7
ー

92
ー

4
3
9
1

○
体
育
行
事
・
教
室

　

少
年
球
技
大
会

　
　

5
月
6
日
（
㈬
・
㈷
）

　

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

5
月
10
日
㈰

　

町
民
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

5
月
26
日
㈫

　

市
町
村
対
抗
駅
伝

　
　

4
月
29
日
（
㈬
・
㈷
）

○
催
　
事

　

森
の
音
楽
祭

　
　

6
月
14
日
㈰

　

北
国
街
道
め
ぐ
り

　
　

6
月
中
旬
予
定

○
音
楽
堂
コ
ン
サ
ー
ト

　

舘
野　

泉ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　
　

6
月
7
日
㈰

○
そ
の
他
教
室
等

　

ヨ
ガ
教
室

　
　

5
月
14
日
㈭

５
月
・
６
月
の
生
涯
学
習
事
業

５
月
・
６
月
の
生
涯
学
習
事
業

小海中学校新任の先生方

小海小学校新任の先生方

小
中
学
校
の
先
生
方
が
変
わ
り
ま
し
た

小
中
学
校
の
先
生
方
が
変
わ
り
ま
し
た
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種　別
歴 　 史

囲 　 碁
書 　 道
俳 　 句

陶 　 芸

茶 話 会
工 　 芸

英 語 指 導
茶 　 道
い け ば な
盆 　 栽
ラ ジ コ ン
料 　 理

詩 　 吟

読 　 書
大 正 琴
舞 　 踊

ダ ン ス

太 　 鼓
演 　 奏

合 　 唱

リ ト ミ ッ ク
学 び 方 教 室

平成27年度　公民館登録グループ一覧
場　所

総合センター
総合センター
総合センター
町 公 民 館
町 公 民 館
綜合センタ―
町 公 民 館
陶 芸 小 屋
陶 芸 小 屋
総合センター
松原湖高原ホテル
総合センター
町 公 民 館
総合センター
嶋 屋 ３ Ｆ
や す ら ぎ 園
総合グラウンド
総合センター
総合センター
町 公 民 館
町 公 民 館
総合センター
町 公 民 館

松原湖高原ホテル
芦 谷 公 民 館

町 公 民 館
公 民 館
中学小体育館
町 公 民 館
町 公 民 館

音 楽 堂
総合センター
公 民 館

グループ名
史談会
古文書を読む会
小海町歴史と文化の会
小海町囲碁クラブ
小海書道クラブ
白樺句会
八ヶ岳句会
陶美会
陶芸会
あしあと
お楽しみパッチワーク教室
草木染の会
国際交流ボランティア
あけぼの会
草月流いけばな教室
盆栽クラブ
R/C フライングの会
食ネットこうみ
苺の会
岳心流日本愛吟岳心会
岳照流　小海鶯教場
古典文学読書会
小海大正琴友愛会
朱雀会
松原舞踊教室
あげは会
ちどり会
紫洲会
フラプルメリア小海
ダンスシューレ
こうみ雲海太鼓
ギター・マンドリンクラブ
マージー・ビート
筝曲の会
Mr.cha 2 woo
紙風船
リトル
小学生リトミック「音友♪」
学びシューレ

代表者
鷹野満弥太
宿岩　善人
宿岩　善人
土橋　治郎
井出　正孝
鷹野ひろえ
依田　久代
黒澤きよ江
黒澤　俊明
黒澤美菜香
中島　美加
四反田有弘
小池　民夫
道上紀美子
篠原美穂子
篠原　利治
黒澤　大重
畠山比佐子
篠原フサエ
井出　隆茂
井出　勝子
中川　成美
黒澤　里久
西澤　一枝
井出ヤソエ
黒澤　正江
吉沢　恒子
黒澤たみ子
井出　多可
疋田　哲司
佐藤　由香
上原　治子
三石　尚登
篠原　千恵
油井　公昭
松本　英一
鷹野　　健
畠山　直美
疋田　哲司

日　　時
不定期　
毎月10日
不定期
第１、３月 終日
第１、３火 夜
第３火 午後
第４水 午前
第１、３木 夜
第２火 昼間
第１土 昼間
水曜日 昼間
第４火 昼間
第１、３金 午後
第２、４月 午後
毎週木曜 午後　夜
毎月１回 午後
休日、祭日 終日
不定期　　
不定期 昼間
第２、４木 午前
第２、４金 午後
第４木 午後
第１・３木曜日 午後
火、土 午後
木曜日 夜
不定期 夜
木曜日 午後
文化祭時
第２、４水 夜
土曜日 夕
木曜日 夜
土曜日 午後
木曜日 夜
土曜日 午前
不定期
月曜日 夜
金曜日 夜
月曜日　月２回
月～金曜日 夕

◯　文　化
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種　別
体 　 操
ウォーキング
ゲートボール
ソフトボール
卓 　 球
剣 　 道
野 　 球

バレーボール

ソフトバレー

サ ッ カ ー

フ ッ ト サ ル
サ ッ カ ー
バドミントン

ドッジボール
バスケットボール

場　所
総合センター
町 内
ゲートボール場
旧 北 牧 小 Ｇ
町 公 民 館
中学柔剣道場
中学グラウンド
旧 北 牧 小 Ｇ
中学グラウンド
中学グラウンド
中学グラウンド
不 定
中 学 体 育 館

旧北小体育館

旧北小体育館
中 学 体 育 館
小海小体育館
旧北小体育館
旧北小体育館
中 学 体 育 館
中 学 体 育 館
中 学 体 育 館
中 学 体 育 館
旧北小体育館
中学大体・小体
小海小体育館
中 学 体 育 館
小海小グラウンド
旧 北 牧 小 Ｇ
中学グラウンド
中学グラウンド
中学大体・小体
小海中体育館
中 学 体 育 館
旧北小体育館
小海小体育館
中 学 体 育 館
中 学 体 育 館

グループ名
小海町お手玉体操クラブ
小海町ノルディックウォーキング同好会
小海町ゲートボール連盟
小海町壮年ソフトボール連盟
小海町卓球クラブ
小海町少年剣道クラブ
小海町早起き野球連盟
ＫＫベースボールクラブ
小海エンジェルス
小海中野球クラブ
長野八ヶ岳イーグルス
ＢＥＩＳＥＮ　ＣＬＵＢ
女子バレーボール連盟

小学生バレーボールクラブ

鎰掛バレー
フレンズ
どりーむ
フェニックス
ラビット
ウィンズ
クイーンズ
プラスワン
ママさんバレーボール
佐久総合病院　小海分院
ＬＡＵＧＨ
小海町ソフトバレー同好会
はっぴぃスポーツ

小海ＦＣ

小海中フットボールクラブ
ＡＧＧＲＥＧＡＴＯ
ＦＣ小海リベラー
小海バドミントンクラブ
スポコンクラブ
ウィングス
小海ドッジボールクラブ
小海中学女子バスケット部
スポーツシューレ

代表者
松井登美江
成沢　良夫
新津　文夫
中島　春吉
小池　節子
新津　幸志
柳澤　武彦
井上　宗法
新津　昌一
黒澤　伸宏
井上　宗法
山口　功輝
篠原　美和

武川　治子

井出ちなみ
浅沼　敬子
篠原　紀子
米川　奈央
関　みゆき
新井　雅子
久保　智美
小須田真美
渡辺　早苗
山口　　博
山口　信子
新井　昌一
井上　光広

畠山　久美

近藤　菊江
疋田　哲司
井出　美華
井上　　知
久保　智美
小山美弥子
鷹野　　浩
井出　昌美
新津　裕美

日　　時
第２、４水 午前
月曜日 午前
月、水、金 昼間
月、水～金 夜
火曜日 夜
水曜日 夜
水、土 朝
火、土、日
水曜日 夜
火、木 夜
水曜日 夜
不定期
火曜日 夜
水曜日 夜
土曜日 午前
火曜日 夜
木曜日 夜
火曜日 夜
火曜日 夜
火曜日 夜
木曜日 夜
火曜日 夜
火曜日 夜
金曜日 夜
木曜日 夜
木曜日 夕
月曜日 夜
第３土 夜
月、水曜日 夕
土曜日 午後
月、木 夜
月、水、金 夜
金曜日 夜
木曜日 夜
月曜日 夜
金曜日 夜
火、木 夕～夜
火、木 夕
水曜日 夜

◯　運　動

※公民館登録グループのお問い合わせは総合センター　TEL 92−4391にお願いします。
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共育の広場共育の広場

⑹

教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …４月号…
Vol.5

　小海小学校の入学式が4月6日に行われました。
　新1年生27名（男子14名、女子13名）は、真新しいラ
ンドセルを背負い緊張しながらも元気に入学し、希望や夢
を胸に新たな学び
舎での生活をスタ
ートさせました。
　新1年生は元気
よく歌を披露し、
在校生は1年生を
前に声をそろえて
校歌で迎えました。

　4月6日、小海中学校の入学式が行われ67名（小海町44名、北相木村6名、南相木村17名）の生徒が新しい制
服に身を包み、新たに始まる学校生活への期待に胸を膨らませながら入学式に参加しました。

共育の広場

小海小学校 わくわくいっぱい新 1年生　入学式

小海中学校 希望の入学式

今! 小海高校 平成26年度 スケート班・スキー班活動報告
スケート班
　平成26年度の活動は9名の班員で始まりました。昨年以上の結果
をということでトレーニングも活気に溢れ、活発に行えました。そ
の結果、県高校総体では男子総合で3連覇を達成し、全国高校総体
では男子学校対抗4位でした。ショートトラックではワールドカッ
プに3名、世界ジュニア選手権に2名の日本代表選手を輩出するこ
とができました。

スキー班
　スキー班は昨年度は2名で頑張りました。常に少人数ですが、全
国大会で上位入賞を目指して頑張っています。今シーズンは1名が
2月のインターハイに出場し、もう1名も3月の全国高校選抜に出場
することができました。来シーズンも、全国大会でも上位に入賞で
きるように頑張ります。変わらぬご支援をよろしくお願い致します。



第 4 7 9 号 平成27年4月24日小 海 町 公 民 館 報⑺

定例教育委員会が行われました
●2月教育委員会（平成27年2月24日）
　議 1 　委員長、職務代理者の選任について
　議 2 　社会教育委員の選任について
　議 3 　平成27年度予算の概要について
　議 4 　平成27年度教育基本計画について
　議 5 　後援依頼について

・委員長に小山忠男氏、職務代理者に黒澤恵里氏
を選任しました。

・社会教育委員を選任しました。
　社会教育委員（任期平成29年 2 月24日まで）
　　小池　隆（小海中学校長）
　　竹内　淳（小海小学校長）
　　的埜美香子　疋田哲司　三石尚登
　　黒澤とも子　井上一司　成沢良夫　篠原美和
・平成27年度予算と教育基本計画について協議し

ました。
・後援依頼について承諾しました。

●2月中学校組合教育委員会（平成27年2月24日）
議 1 　転出後不就学となっている生徒について
議 2 　平成27年度予算案について
議 3 　平成27年度教育基本計画について

・組合教育委員会として除籍を了承しました。
・平成27年度予算案と教育基本計画について協議

しました。

●3月教育委員会（平成27年3月25日）
　議 1 　平成27年度教育委員会運営について
　議 2 　後援依頼について

・平成27年度教育委員会運営について協議しました。
・後援依頼について承諾しました。

●3月中学校組合教育委員会（平成27年3月25日）
　議 1 　高校前期後期選抜等進路結果について
　議 2 　委員長、職務代理者の選任について
　議 3 　平成27年度教育委員会運営について

・進路結果を報告しました。
・委員長に小山忠男氏、職務代理者に中島栄氏を

選任しました。
・平成27年度教育委員会運営について協議しました。

教育委員会情報　2月・3月

「自然の中で育つたくましい心」
　本年度四月より小海小学校でお世話になります
五明佳代と申します。縁あって松本市より小海町
に来ることができました。学校に訪れたとき一番
に目に飛び込んできたのが校庭の横の大きないち
ょうの木です。お話を伺うとその木には誰でもが
いつでも登って遊べるということでした。さらに
校舎の裏手に回ると相木川があり、驚くことに全
校でその川で遊ぶことが恒例だと教えていただき
ました。子どもたちのたくましさにワクワクした
ことを覚えています。
　この頃では失敗を子ども自身がする前にいろい
ろな困難や障害物を大人が先に立ってどかしてし
まう様子が多く見られます。きっとそんな大人か
ら見たらこの小海の子たちの姿や経験は怖くて見
られないものでしょう。だからこそ、豊かな自然
の中でたくさんの経験をし育っていくたくましい
姿と心を、地域の方とともに見守り育てていけた
らと思います。どうぞよろしくお願いします。

　いじめ等の問題に迅速に対応するためなど
として、市町村長が教育長、教育委員を招集
し教育環境整備や予算編成について協議・調
整する総合教育会議の設置などを盛り込んだ
改正地方教育行政法が 4 月 1 日施行されまし
た。
　新教育長は同法に基づき、町長が直接任命
します。常勤職で教育委員ではありませんが、
これまでの教育委員長に代わって教育委員会
を総括します。
　同法の経過措置として、小海町の教育長は
任期いっぱい務めることができ、その期間は
委員長も失職せず旧制度を続けることができ
ます。

熱い共育人
vol.4 小海小学校

教頭
五

ご

明
みょう

　佳
か

代
よ

教育委員会制度の見直しと
新教育長について
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小海のお宝100選 47

下
しも

沢
さわ

　岩清水

認定番号47

　親沢の大明
神橋から 1 ㎞
程沢沿いに下
ったところの
岩の割れ目か
ら、年中絶え
ることなく、
こんこんと水が湧き
出ています。この付
近に田んぼがある農
家は、農作業の合間
のお茶用の水として
利用していました。
水質検査はしてあり
ませんので、飲用する場合には、個人の責任に
おいてお願いします。

4 月 5 日に行われた三番叟

無形民俗文化財の選択書

親
沢
三
番
叟
が

国
の
選
択
無
形
文
化
財
に

新
刊
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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やすらぎ園だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 　21

⑼

4月11日㈯・12日㈰　第25回 コッパディ小海開催（至小海RE-EX）
57台のクラシックカーが参加し新緑の高原の中を気持ちよく走行しました。

鞍掛豆料理レシピ集が完成しました。
　町では鞍掛豆の商品開発及び販路拡大に取り組んでおり、料理コンテストの
開催やプロの料理人の方による新調理法の開発を行っております。
　その取り組みのなかで、昨年に料理コンテストを開催し、15名18作品のご
応募をいただきました。そのレシピ集が完成いたしました。今後、このレシピ
集等を活用し、一般家庭や飲食店等でのメニュー化により、鞍掛豆の消費拡大
を目指します。
　レシピ集は役場にありますので、希望される方は、お気軽に声をおかけくだ
さい。



平成27年4月24日 第 4 7 9 号役場からのおしらせ ⑽

マイナンバー（社会保障・税番号）制度が始まります

　ご意見　　最近、道路が狭いのに路上駐車が多く困っております。交番に言った方がいいでしょうか。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　回　答　　交通マナーを守るよう、防災行政無線にて呼びかけます。

町政ご意見箱意見一覧（各課別）3月
町
民
課

マイナンバー制度について：№1

マイナンバー（社会保障・税番号）制度が始まりますマイナンバー（社会保障・税番号）制度が始まります
　マイナンバー制度は、全ての住民に1人1つの番号を付して、社会保障、税、災害対策の分野で情報
を管理し、複数の機関に存在する個人の情報が同一人の情報であることを確認するために活用されるも
のです。
　マイナンバーは、国民の利便性を高め、行政の効率化と公平かつ公正な社会を実現する社会基盤であ
り、期待される効果としては、大きく3つあげられます。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①　行政機関や地方公共団体などで、情報の照合などに要している時間が大幅に削減されます。複数の
業務の間で連携が進み、手続きがスムーズになります。

②　添付書類が削減されるなど、行政手続が簡素化され、国民の負担が軽減します。
③　所得や行政サービスの受給状況を把握しやすくなり、きめ細かな支援を行えるようになります。

　本年10月以降、町民の皆様一人ひとりに、12桁のマイナンバーが通知されます。中長期在留者や特
別永住者などの外国人も対象です。町から住民票の住所あてにマイナンバーが記載された「通知カー
ド」を送付します。

マイナンバーは一生使うものです。マイナンバーが漏えいして、不正に使われるおそれがある場合
を除いて、一生変更されませんので、大切にしてください。

マイナンバー制度に関するお問合せ
　◆コールセンター　　0570−20−0178（全国共通ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　　平日　午前9：30～午後5：30（土日祝祭日除く）
　◆マイナンバー制度に関するホームページ（内閣官房）
　　　　　　　　　　　http://www.cas.go.jp/seisaku/bangoseido/

お問合せ：小海町役場‥総務課　℡92−2525

行政の効率化

手続きが正確で早くなる

住民の利便性の向上

面倒な手続は簡単になる

公平・公正な社会の実現

給付金などの不正受給の防止

手続きが正確で早くなる

面倒な手続は簡単になる 給付金などの不正受給の防止



第 4 7 9 号 平成27年4月24日役場からのおしらせ⑾

町税等の納期のお知らせ　平成27年5月～7月の納期は下記のとおりです

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土・日・祝日の場合は翌日に振替ます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、納付の煩わしさのない口座振替納付のご利用をお勧めします。
納税が遅れますと督促状が送られ延滞金が課せられますので必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日
　5　月26日㈫
　6　月26日㈮
　7　月27日㈪

後期高齢者
医療保険料

１期

介護保険料

１期

国民健康
保 険 税

１期

軽自動車税

全期
固定資産税

１期

２期

町県民税

１期

平成27年度　住宅リフォーム助成事業について
　平成27年度も地域経済の活性化・住環境の質の向
上・子育て世代への支援を目的とし、町民の皆さんが
行う地元業者による住宅リフォーム等の費用の一部を
助成します。
受付期間：平成27年4月1日から予算終了まで
※平成26年度以前の当助成事業の対象者及び対象住

宅については助成対象となりませんのでご注意くだ
さい。
申込先：小海町商工会（役場庁舎2階）

●申請できる人
①小海町に住民登録している方
②対象となる住宅の所有者・借主
③世帯員に町税等の滞納のない方　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●対象となる住宅
町内にある住宅で以下のもの
①自己または家族の居住に供する住宅
②店舗併用住宅の住宅部分
③借家住宅（借主が実施する場合）

●工事を行う業者の要件
　小海町内の住宅関連業者（個人事業者も含む）

●対象となる工事
①個人住宅の増築・改築・修繕・模様替え・補
修・設備改善工事及び新築工事（要件あり）

②平成28年2月末日までに工事が完了し、工事

代金の支払いができること。
　（ただし、新築の場合は工事に着工し一定以
上完成していれば良い。）

●補助金の額（平成27年度予算1,000万円）
・対象工事費の20%（中学生以下の者が同居し
ている場合は25％）
・補助限度額20万円（中学生以下の者が同居し
ている場合は25万円）
※補助金の支払いは、確定補助金額の8割を指定
口座へ振り込み、残り2割はＰねっと券での支
給とします。

●諸注意点
・住宅用太陽光発電システムの設置のみも対象
‥ （注文したいメーカー代理店が町内にない等の
場合はご相談下さい。）
・以下は対象外となります。
＊造園・門・扉・堀などの外構工事
＊車庫・物置の工事
＊電化製品・カーテンなどの単品購入
＊他の町の補助金のある工事はその対象工事分
は除く

ご注意!!　今年度から、申請窓口・助成金の支
払は小海町商工会となりますので、お間違え
のないようお願い致します。
お問合せは小海町商工会　９２－２３９７まで



平成27年4月24日 第 4 7 9 号役場からのおしらせ ⑿

　平成27年度は、 3 年ごとに行なわれる保険料の見直しの年度です。小海町で必要な介護サービスの量
を見込み、基準となる保険料額を算定し、所得段階に応じた保険料区分により被保険者の保険料が決定
します。
　今回保険料が9.7％引上げとなった主な要因は、国の制度改正により65歳以上の第 1 号被保険者負担
割合が21％から22％に引き上げられたことと、介護サービスの充実などによる利用の増加等が主なもの
です。

65歳以上の方の介護保険料が変わりました65歳以上の方の介護保険料が変わりました

−平成27年度　65歳以上の方の介護保険料−

所得段階

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

第
１
段
階

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者
・前年の公的年金収入額と所得金額

の合計額が年80万円以下の方

対　　象　　者

基準額×0.5

（H27:×0.45へ軽減）
（H28:×0.45へ軽減）
（H29:×0.3 へ軽減）

保険料の割合

年額29,900円

（H27:26,900円）
（H28:26,900円）
（H29:17,900円）

改正後保険料額
（年額）

16,300円

改正前
保険料額

27,200円

第
２
段
階

・前年の公的年金収入額と所得金額
の合計額が年80万円超120万円以
下の方

基準額×0.75

（H29:×0.5へ軽減）

年額44,800円

（H29:29,900円）
40,800円

第
３
段
階

・前年の公的年金収入額と所得金額
の合計額が年120万円超の方

基準額×0.75
（H29:×0.7へ軽減）

年額44,800円
（H29:41,800円）

第
４
段
階

・前年の公的年金収入額と所得金額
の合計額が年80万円以下の方

基準額×0.88 年額52,600円 47,900円

第
５
段
階

・前年の公的年金収入額と所得金額
の合計額が年80万円超の方

基準額 年額59,800円 54,500円

第
６
段
階

・前年の合計所得金額が年120万円
未満の方

基準額×1.2 年額71,700円

68,100円
第
７
段
階

・前年の合計所得金額が年120万円
以上200万円未満の方

基準額×1.3 年額77,700円

第
８
段
階

・前年の合計所得金額が年200万円
以上290万円未満の方

基準額×1.5 年額89,700円

81,700円
第
９
段
階

・前年の合計所得金額が年290万円
以上の方

基準額×1.7 年額101,600円

本
人
が
住
民
税　

非
課
税
で
世
帯
に

課
税
者
が
い
る　

本
人
が
住
民
税
課
税
者



第 4 7 9 号 平成27年4月24日役場からのおしらせ

介護保険制度はみんなで支えあうための制度です
⒀

　介護保険制度は小海町が保険者となって運営しています。65歳以上の皆さんは第 1 号被保険者として
介護保険料を負担し、40歳以上のみなさんは第 2 号被保険者として健康保険料と同時に介護保険料を負
担し、介護が必要となった場合、介護サービスが利用できる仕組みです。
　保険料を滞納していると滞納期間に応じて、費用の全額を利用者が負担し、あとで保険給付として支
払われるなどの措置がとられる場合があります。だれもが安心して介護サービスを利用できるよう、保
険料の納付をお願いします。

介護保険制度はみんなで支えあうための制度です介護保険制度はみんなで支えあうための制度です

～介護サービス費の負担割合～

22％ 28％ 50％ 公費（税金）
65歳以上の方の

保険料
40～64歳以上の方の

保険料
国：25％　県：12.5％　町：12.5％

（在宅サービスの場合）

介護に関する相談 地域包括支援センター　☎９１－２２００

制度・保険料に関するお問い合わせ 高齢者支援係　☎９２－２５２５

　皆様はじめまして、島方敏です。地
元は長野市で、大学からしばらく横浜
におりましたが、この度ご縁を頂きま
してこちらにお世話になることになり
ました。町のことも含め、まだわから
ないことばかりですが、どうぞ宜しく
お願いします。

総務課
税務係
島方　敏

　小海町役場で働かせていただく事に
なりました、新井紗亜弥と申します。
生まれは軽井沢ですが、大半の時間を
すごして来たこの小海町のために精一
杯頑張らせていただきたいと思います
ので、よろしくお願いします。

総務課
窓口係
新井紗亜弥

　皆さんはじめまして、小海児童館で
事務員として働かせていただきます。
子供たちに囲まれながら、子育てのし
やすい町づくりに貢献していきたいと
思いますのでどうぞよろしくお願い致
します。

子育て支援課
子育て支援係
篠原伊純

　はじめまして。新井春菜と申します。
4 月から小海町で働かせて頂くことに
なりました。大好きな小海町のために
笑顔と感謝の気持ちを大切に、まだま
だ微力ですが、地域貢献をしていけれ
ばと思います。精一杯頑張りますので、
どうぞよろしくお願いします。

子育て支援課
小海保育所
新井春菜

　小海町の皆さま、はじめまして。
4 月から長野県庁から派遣されて参
りました、原和洋と申します。出身
は伊那市ですが、小海町のことを学
びながら、小海町の皆さまと一緒に
精一杯、頑張っていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いします。

総務課
企画係
原　和洋

新規採用
職員紹介

長 野 県
派遣職員



平成27年4月24日 第 4 7 9 号役場からのおしらせ ⒁

小海町タクシー利用助成事業
～平成27年4月から制度が変わります～

対 象 者 の 拡 大　　75歳以上⇒年度中に70歳以上になられる方
利用限度枚数の増　　24枚⇒36枚

　町では、高齢者等の交通手段を確保し住民福祉の増進を図るため、タクシー利用助成事業を実施して
います。
　平成27年 4 月から利用者の拡大と利用限度枚数を増やし、より利便性を高めます。

●利用対象者　小海町に住所があり、昭和21年 4 月 1 日以前に生まれた方（70歳以上）及び障害者手帳
等所持者

●利 用 方 法　 1 枚600円のタクシー利用助成券で、1,500円分まで利用可能（おつり無し）
 〔複数の利用者が同乗する場合も、利用できるのは 1 枚のみです。〕
●利 用 限 度　 1 年間につき36枚まで
●有 効 期 限　平成28年 3 月31日まで
●利 用 会 社　町内に事務所を有する事業者
●申 請 受 付　申請書に必要事項を記入し役場町民課に提出してください。
 代理の方（家族、介護者等）が申請することもできます。
●そ　の　他　他人（家族・親族を含む）への譲渡はできません。
 未利用のタクシー利用助成券については、払い戻しを行います。

Ｑ．運賃が2,000円の時は？　また、運賃が900円の時はおつりがもらえますか？

Ａ．1,500円までの運賃なら現金を支払うことなく利用できます。運賃が2,000円のように1,500

円を超えている500円分は自分で支払うことになります。また運賃が900円の場合は、おつり

は出ません。

Ｑ．本人が利用券を購入、本人以外の者、家族が利用しても良いですか？

Ａ．この利用券は本人以外の方が利用することはできません。なお、本人がタクシーに乗り、他の

者が同乗することは差し支えありません。同乗者は、知人など誰でも乗車できます。

Ｑ．利用券を紛失しました。領収書を提示すれば再発行してもらえますか？

Ａ．利用券の再発行はできません。利用券の取り扱いは、現金と同様に十分ご注意願います。

お問い合せ先　小海町役場　町民課　高齢者支援係　電話92－2525

利用者負担 町負担
（600円を超える額から1,500円まで）

利用者負担

1枚600円で購入
利用者負担

1枚600円で購入
利用者負担

900円町負担
事業者が町へ請求

300円町負担
事業者が町へ請求

500円利用者負担
タクシー降車時に精算

2,000円の場合

900円の場合

300円町負担
事業者が町へ請求

500円利用者負担
タクシー降車時に精算

タクシー利用料金（例）

・1,500円までは、利用助成券を運
　転手へ渡して降車して下さい。
・1,500円を超える額は、タクシー
　降車時にお支払い下さい。



第 4 7 9 号 平成27年4月24日役場からのおしらせ⒂

エプロンmamaスタジオ参加者募集エプロンmamaスタジオ参加者募集

すこやかBOXすこやかBOX

エプロンmamaスタジオ参加者募集

料理が
上手になりたい

子どもの
ために

勉強したい

ママ友の輪を
広げたい

保健師
栄養士に

相談したい

　町民課保健係では、子育て中のお母さん対象の料理教室「エプロンmamaスタジオ」を開催してい
ます。現在27年度の参加者を募集中です。是非、ご参加ください。

＊申し込まれる方は、お電話でお申し込みください。（人数多数の場合は調整させていただくこともあ
ります）
＊詳しい内容が決まり次第、申し込まれた方にご案内をお送りいたします。時間、場所など変更となる
　可能性もありますので、必ず役場から届きましたご案内をご覧になってお越しください。

期　日
１回目

４回目

２回目

５回目

３回目6月23日（火）

12月8日（火）

8月21日（金）

3月11日（金）

10月29日（木）

場　所

時　間

参加費

総合センター　調理室

9時30分～13時頃まで

材料費として　大人1名300円　子ども1名100円（一緒に食事をする場合）／回

お申し込み、お問い合わせ先　町民課保健係　管理栄養士　℡ ９２－２５２５

２６年度の

教室の様子



シリーズ防災 ⑤
シリーズ防災 ⑤「もしも」のときにそなえよう!

もしものときの準備、できていますか？
災害発生時の行動と「そなえ」について、もう一度、家族
や職場で話し合ってみましょう。

地震がきたら、どうする？
地震がくる！（緊急地震速報が発表！）
今、どこにいる？
自宅　・地震の揺れにそなえ、頭を守り、大きな家具から

離れ、テーブルや丈夫な机などの下に隠れる。
　　　・火の元の近くにいた場合は火を消し、扉を開けて

おく。（あわてて外に出るのは、危険です。）
屋外　・ブロック塀や自動販売機、看板などの落下する危

険性があるものから離れる。
　　　・頭を守るためにカバンなどを頭上にかざす。　　
駅や商業施設
　　　・スタッフの案内に従って行動する。
　　　・案内がない場合でも、あわてて非常口などに駆け

出すと危険です。
　　　・頭などを守り、つり下がっている電灯や掲示板の

そばから離れる。
車　　・ハザードランプを点滅させ、周囲の車のスピード

を意識しながら緩やかに速度を落とす。
　　　・揺れを感じた場合でもあわてず、ゆっくり速度を

落とし、道路の左側に停車する。
　　　・緊急車両などが通ることを見込んで、車を離れる

場合はキーを付けたまま離れる。
エレベーター
　　　・全ての階のボタンを押す。
　　　　（エレベーターは最寄りの階で止まるため、揺れ

による閉じ込めを防ぐ。）

揺れが収まったら、どうする？
揺れが収まったら、どうする？
１．火を消す
　・揺れが収まったら、火を消す。
　・火が消えていてもガスが漏れている可能性があるので、

ガスの元栓を閉める。
２．落下物や足元に注意！
　・歩くときは、落下物や散乱したガラス・蛍光灯の破片

などに注意する。
　・家の中を歩く時もヘルメット等で頭を保護し、靴など

を履くようにする。
　・近くにヘルメットや靴がない場合は、鍋やスリッパ等

で代用する。
３．暖房器具を消す
　・揺れによりストーブなどの暖房器具が倒れている可能

性があり、火災の原因になるので確認する。
　・電気が復旧したら、暖房器具が勝手につき、火災の原

因になる可能性もあるためコンセントを抜く。
４．ブレーカーを切る
　・停電の場合、避難中に電気が復旧する可能性があるの

で、通電火災を防ぐためにブレーカーを切る。

　・停電していない場合でも、漏電による
　　火災の可能性があるため、ブレーカーを切る。
５．下敷きになったら
　・家具の下敷きになってしまったら、大声で助けを求め

る。
　・多くの人達が駆けつけてくれれば、その分助け出され

る可能性が高まる。
　・助け出す立場になったとしても、一人で行動せずに、

近所の人達と力を合わせて救出する。
６．火災が発生したらどうする？
　・出火したら近くにある消火器で初期消火を行う。
　・１本の消火器では消せなくても、数本あれば消せる場

合もあるので、大声で「火事だ！」と叫び、近所の人
達に知らせる。

　※個人でできるのは初期消火まで、大きな火災の場合は、
とにかく逃げることを最優先に考える。

避難するときはどうする？
１．非常用品はリュックに入れる
　・ものを持ち出す場合には、両手が使えるようにリュッ

クなどを利用する。
　・身軽に避難できるように最低限のものだけを持ち出す。
　・情報を収集するためのラジオや携帯電話、懐中電灯、

非常食、軍手などを必ず事前に準備しておき、すぐに
持ち出せるようにする。

２．徒歩で避難する
　・避難するときは、自動車の使用はできるだけ避ける。（ほ

とんどの避難所には駐車スペースが確保できないた
め）

　・自動車での移動は交通渋滞の原因となり、緊急車両の
通行の妨げとなるので、なるべく避ける。

　・道路に亀裂、崖崩れ、土砂崩れが生じたり、マンホー
ルが隆起したりしているおそれがあるので、注意する。

３．安全を確保しながら避難する
　・身の安全を確保しながら避難所に行く。
　・事前に避難所の場所や危険箇所をハザードマップで確

認しておく。
　・「災害伝言ダイヤル」や「災害伝言板」を使い、家族

にメッセージを残す。
４．近所同士で助け合う
　・大規模な災害では、家族や近所の人達の協力による救

助や応急手当が生死を分ける可能性があるため、お互
いの家族構成やライフスタイルを知らせ合うなど、普
段からの交流を大切にしましょう。

　・避難する際、近所で声をかけ合いましょう。
５．余震による二次災害に注意！
　・建物が余震などで崩れてくる可能性があるため、発表

される余震情報、危険箇所に関する情報、気象情報に
留意する。

　・急な斜面や家屋には、できるだけ近づかないようにす
る。
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【 平 成 2 7 年 度 経 営 所 得 安 定 対 策 の 概 要 】
①畑作物の直接支払交付金［水田・畑］　　　　 
水田及び畑において、下記対象作物を販売する認定農業者・集落営農・認定新規就農者へ交付金を支
払います。
　□対象者：認定農業者・集落営農・認定新規就農者
　□対象作物：麦・大豆（鞍掛豆含む）・そば・なたね　※何れも検査が必要です。
　□単価：

②米の直接支払交付金［水田］
米の生産数量目標に従って、販売目的で生産（耕作）する販売農家及び集落営農へ交付金を支払います。
　□交付対象者：米の生産数量目標に従って、販売目的で生産（耕作）する販売農家及び集落営農
　□交付対象面積：主食用米の作付面積から、自家消費米相当分として一律10a控除
　□交付単価：7,500円/10a（30年産から廃止）

③水田活用の直接支払交付金［水田・畑］　
水田または畑において、下記の対象作物を生産する販売農家に対し交付金を交付します。
　□交付対象者：販売目的で生産（耕作）する販売農家・集落営農
　□対象作物・単価　
　　⑴戦略作物助成【水田のみ】　　　　　　　　⑵産地交付金

●申請時必要書類
　1 ．経営所得安定対策等交付金交付申請書（様式第 1 号）
　2 ．営農計画書：対象作物の作物名、作付地、面積を記入
　3 ．口座届書（様式第 3 号）、通帳のコピー（昨年申請のない方）
　4 ．販売契約書（①に取り組む場合）

※営農計画書については4月30日㈭、交付申請書等については6月12日㈮までに
役場または各区長さんへ提出して下さい。

品質区分（等級）

普通大豆（円/60kg）

特定加工用大豆（円/60kg）

そば（円/45kg）

1等

12,520円

14,700円

2等

11,830円

10,470円

12,590円

3等

11,150円

3等級以下無し

対象作物
対象作物

単価（予定）※

20,000円/10a

水田への
作付

20,000円/10a

畑への
作付

35,000円/10a 14,000円/10a

10,000円/10a 助成無し

単　　価

加工用米 そば20,000円/10a
ＷＣＳ用稲 大豆（鞍掛豆含む）80,000円/10a

麦・大豆（鞍掛豆）
飼料作物 35,000円/10a

飼料用米、米粉用米 野菜・花卉・景観形成
作物・地力増進作物

収量に応じ、
55,000円〜105,000円

※単価は変更になる可能性があります。

�
�
�

４月に各地区の区長さんを通じ
て配布します。
届かない場合はお手数ですが役
場までお問い合わせ下さい。
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子育て小海
今回から、小海町の子育てに関する
ちょこっとした情報を毎号お知らせしていきます。

町では、子育て支援対策として、生まれたお子さんに対し、おむつ費用の一部を助
成します。
次の要件に該当する世帯は、役場窓口、小海児童館又は保育所にある支給申請書に
必要事項を記入のうえ小海児童館へ申請してください。

●申請資格
　町内に住民登録されているお子さんで、父又は母と同居していて、養育されていること。
●支給対象児童
　平成25年5月以降のお生まれのお子さん
●受付開始
　平成27年5月1日より随時
●支給方法
　毎年9月と3月の2回に分けて地域マネー（Ｐマネー）で月額2,500円を支給します。
　支給窓口は小海児童館です。
●支給期間
　満2歳を迎える前月分まで
●申請に必要な書類等
　（1）小海町子育て支援おむつ費用助成金支給申請書（役場・小海児童館・小海保育所にあります） 
　（2）印鑑
　　※制度開始に伴い、対象のお子さんには今回のみ申請書を4月中に郵送します。
●住所を変更した場合
対象児童又は支給を受けている方が町外へ転出する場合は、必ず子育て支援課に届け出てください。その
場合、転出日の前月分までを支給します。町内転居をする場合も必ず届け出てください。

●その他
　（1）支給終了時には通知しません。
　（2）2歳の誕生日を過ぎると申請できませんので、ご了承ください。
●問合せ先
　子育て支援課　小海保育所　℡ 92－2351又は小海児童館　℡ 92－2580へ

小海町子育て支援対策事業

　

町
内
に
は
、
十
五
箇
所

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
除
細

動
機
）
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
突
然
心
臓
が

正
常
に
拍
動
で
き
な
く
な

っ
た
心
停
止
状
態
の
心
臓

に
対
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
行
い
、
心
臓
を
正
常
な

リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
医

療
機
器
で
す
。

　

救
急
車
が
到
着
し
て
か

ら
使
用
す
る
よ
り
も
、
心

停
止
後
す
ぐ
に
使
用
す
る

こ
と
で
救
命
率
が
数
倍
あ

が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

使
い
方
は
簡
単
で
す
。
電

源
を
い
れ
、
機
械
の
指
示

に
従
っ
て
、
お
使
い
下
さ

い
。

　

設
置
場
所
は
上
記
の
通

り
で
す
。
緊
急
時
に
は
最

寄
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
ご
活
用
下

さ
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
町
内
設
置
場
所

佐久病院 小海診療所小海高校

（仮称）北牧学習館

やすらぎ園

総合センター

南部消防署

八峰の湯

小海リエックス

老健こうみ
小海町公民館
小海中学校
小海小学校
小海保育園
小海児童館
美ノ輪荘
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション

宅
地
分
譲
地
の
ご
案
内

※
十
九
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
、
ま
た
は
夫
婦
の
ど

ち
ら
か
が
四
十
歳
以
下
の
世

帯
に
つ
い
て
は
、
通
常
価
格

よ
り
十
％
の
割
引
の
特
別
価

格
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
企

画
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
世
代
住
宅
取
得

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

○
対
象
者

　

十
九
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
、
も
し
く
は
夫
婦
の
ど

ち
ら
か
が
四
十
歳
以
下
の
世
帯

○
対
象
要
件

　

居
住
部
分
が
五
十
㎡
以
上
の

物
件
の
取
得
（
新
築
住
宅
・
増

築
・
中
古
住
宅
の
取
得
）

○
助
成
金
額

・
新
築
住
宅
の
取
得　

百
万
円

・
増
築
、
中
古
住
宅
の
取
得

　

五
十
万
円

☆
新
築
・
増
築
住
宅
を
町
内
業

者
で
建
設
し
た
場
合
二
十
万

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。（
中

古
住
宅
は
適
用
外
）

☆
十
九
歳
未
満
の
子
ど
も
が
世

帯
に
い
る
場
合
、
一
人
に
つ

き
十
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
企
画

係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
こ
う
み
寄
付

金
に
ご
協
力
下
さ
い

　

小
海
町
で
は
随
時
ふ
る
さ
と

こ
う
み
寄
付
金
の
お
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金

は
「
美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境

の
保
全
」「
魅
力
的
な
景
観
作

り
」「
地
域
の
伝
統
ス
ポ
ー
ツ

の
支
援
」「
創
造
性
豊
か
な
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
を
単
位
し
て
一

万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
小
海
町
の
特
産
品

（
高
原
野
菜
等
）
を
お
贈
り
し

て
い
ま
す
。

　

小
海
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
小

海
町
を
離
れ
住
ん
で
い
る
皆
さ

ん
や
、
小
海
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
に
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
に
つ

い
て
お
声
が
け
を
お
願
い
し
ま

す
。「

ふ
る
さ
と
こ
う
み
寄
付

金
」
を
か
た
っ
た
詐
欺
行
為

に
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
税
務

係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
に
よ
り
証
明
書
の

交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す

　

都
合
に
よ
り
平
日
、
役
場
に

来
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め

に
証
明
書
の
時
間
外
、
休
日
発

行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
交
付
で
き
る
証
明
書
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
住
民
票

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
納
税
証
明
書

・
所
得
証
明
書

◆
受
付
の
方
法
は

一　

電
話
に
よ
る
予
約
（
平
日

の
業
務
時
間
中
に
役
総
務
課

窓
口
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。）

二　

Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
予
約

（k
o

u
m

i@
k

o
u

m
i-

tow
n.jp

）

　

Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
予
約
の
場

合
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

示
し
て
あ
り
ま
す
諸
証
明
予
約

申
請
書
に
ご
記
入
の
上
添
付
し

て
い
た
だ
く
か
、
申
請
書
と
同

じ
内
容
で
メ
ー
ル
を
お
送
り
下

さ
い
。

◆
証
明
書
を
受
け
取
り
に
来
る

際
に
必
要
な
も
の
は

・
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

・
本
人
が
来
ら
れ
な
い
場
合
は

来
ら
れ
る
方
の
運
転
免
許
証

及
び
委
任
状
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
窓
口
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
委
任

状
を
ご
記
入
の
上
お
持
ち
下

さ
い
。

・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
場
合
は

印
鑑
登
録
証
（
手
帳
）

◆
各
種
証
明
書
の
手
数
料
は
三

〇
〇
円
で
す
。

◆
証
明
書
を
受
け
取
り
に
来
る

際
の
時
間
帯
は

・
平
日　

業
務
終
了
後
な
る
べ

く
遅
く
な
い
時
間

・
休
日　

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
三
十
分

　

休
日
に
上
記
の
時
間
外
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
ご
相
談
下
さ

い
。

　

ご
不
明
な
点
は
総
務
課
窓
口

係
へ
お
尋
ね
下
さ
い

青
年
就
農
給
付
金
（
国

補
助
）
の
お
知
ら
せ

○
対
象
者

　

自
ら
独
立
し
て
農
業
を
開
始

す
る
方
に
対
し
給
付
金
を
給
付

し
ま
す
、

○
対
象
要
件

　

原
則
と
し
て
四
十
五
歳
未
満

で
独
立
、
自
営
就
農
す
る
方
、

就
農
す
る
市
町
村
の
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
方
で
、
五
年
後
の
経
営

開
始
計
画
が
基
準
に
適
合
し
て

い
る
方

○
支
給
方
法
及
び
支
給
額

　

給
付
額
最
大
年
間
一
五
〇
万

円
（
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
変

動
）

○
問
い
合
わ
せ

　

産
業
建
設
課
農
政
係

名　称

芳　の　窪

見　晴　台

馬　　　流

大　　　畑

区画数

１ 区 画

１ 区 画

１ 区 画

１ 区 画

面　積

521.77㎡

401.37㎡

373.06㎡

233.43㎡

通常価格

650万円

1,194万円

830万円

350万円

特別価格

585万円

1,074万円

747万円
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子 育 て 支 援 だ よ り

入園おめでとう!!入園おめでとう!!

婚活のすすめ事業
○白樺結婚相談（小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村）
　と　き　 5月17日㈰・ 6月21日㈰　13時～16時
　ところ　佐久穂町老人福祉センター「こまどり」
○小海町結婚相談
月～金曜日の 8時30分～19時まで小海児童館で受け付け
ています。
ご相談はご本人でもご家族でも結構です。また、お近く
の結婚相談員さんに相談されても結構です。気軽にご相
談下さい。

　 4月 3日㈮は小海保育園の入園式が行われまし
た。24人のかわいいお友達が新しく仲間入りしま
した。 1，2 歳児21名、 3 歳児30名、 4 歳児22名、
5 歳児36名、園児数109名でスタートです。保育
園では町の次の世代を担う、元気でたくましい子
ども達を家庭、地域の皆さんと連携し育てていき
たいと思います。

おもちゃランド　
◆ 5月14日㈭　10時～11時30分　
　ちびっ子広場・小海駅
　「電車を見に行こう」
◆ 6月 4日㈭　10時～11時30分　
　小海保育園
　「保育園へ行こう」

はぐくみサロン　
◆ 5月21日㈭　10時～11時30分　
　小海児童館
　「ママも育つ子育てのお話」
◆ 6月18日㈭　10時～11時30分　
　小海児童館
　「ママも元気！からだに優しい体操」

パパママカンガルー広場　
◆ 5月28日㈭　10時～11時30分　
　小海児童
　「クッキング①」
◆ 6月21日㈰　 9時～11時30分　
　小海児童館
　「子育てフェスタ」

子ども教室
５月
・ 5月13日㈬　放課後～
‥‥‥小海児童館
　「トランプ大会」　
・ 5月27日㈬　放課後～
　小海児童館
　「鬼ごっこ」
６月
・ 6月 6日㈯
　小海児童館
　「そば打ち体験」
・ 6月10日㈬　放課後～
　小海児童館
　「ストラックアウト」
・ 6月24日㈬
　小海児童館
　「吹き矢」

元気な小海っ子
・ 5月16日㈯　 9時～12時
　ちびっこ広場
　「ちびっこ広場の花植え＆
　　　　　ガーデンフェンス作り」

子育て支援センター事業（未就園児と親） 児童館事業（放課後児童） 次世代育成事業（児童等）
5・6月の子育て支援教室 お問い合わせは 小海児童館 TEL 92－2580

子育て利サイクル
6/21

子育てフェスタにて「子育
て利サイクルコーナー」を
設けます。
ご家庭で眠っているベビー
用品・子供服（小学生まで）
がありましたらお持ちくだ
さい。
詳細は、次号にて記載いた
します。

子育てフェスタ
恒例となった「子育てフェスタ27」を開催
します。たくさんの皆さんお出掛けください。
・日　時　６月２１日(日)　９時～
・場　所　小海児童館

園
目
標

１．あいさつのできる子ども
２．元気に遊ぶ子ども
３．自分で考え行動できる子ども
４．楽しく食べる子ども
５・思いやりのある子ども
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平
成
二
十
七
年
度

小
海
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
資
金
収
支
予
算

　

去
る
三
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
評
議
委
員
会
に
お
い
て
、

平
成
二
十
七
年
度
の
小
海
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
計
画
、
歳
入
歳
出

二
億
一
千
四
百
二
十
六
万
八
千
円
の
一
般
会
計
、
及
び
善
意
銀
行
特
別
会

計
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

小海町社会福祉協議会 平成27年度資金収支予算

事 業 活 動 収 入 （単位：千円）

会 費 収 入
助 成 金 収 入
受 託 金 収 入
共 同 募 金 配 分 金
介 護 保 険 収 入
事 業 収 入
経理区分繰入金収入
そ の 他

合　　計

2,655
7,421
16,216
2,202

149,418
3,616
28,329
4,411

214,268

事 業 活 動 支 出 （単位：千円）

人 件 費
事 務 費
事 業 費
助 成 金・負 担 金
引 当 金 繰 入
経理区分繰入金支出
そ の 他

合　　計

131,592
2,884
37,930
6,351
5,582
28,329
1,600

214,268

助成金収入 3％
受託金収入 8％

共同募金
配分金 1％

事業収入 2％

経理区分
繰入金収入 13％

その他 2％ 会費収入 1％

介護保険収入 70％

人件費 61％

経理区分
繰入支出 13％

その他 1％
引当金繰入 3％

助成金
負担金 3％

事務費 1％

事業費
18％

　

三
月
五
日
㈭
に
佐
久
合
同
庁

舎
に
お
い
て
、
長
野
県
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー
佐
久
支
部
主

催
に
よ
る
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ　

ⅰ
ｎ　

Ｓ
a
k
u　

テ

ー
マ
「
こ
ん
な
に
あ
り
ま
す　

あ
な
た
の
出
番
！！
」
～
地
域
活

動
・
市
民
活
動
・
見
本
市
～　

が
行
わ
れ
、
佐
久
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
二
十
二
団
体
が
出
店

し
、
小
海
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
か
ら
も
四
グ
ル
ー
プ

と
小
海
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班

が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

各
グ
ル
ー
プ
代
表
者
に
よ
る
自

己
Ｐ
Ｒ
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
情

報
交
換
会
と
な
り
、
み
な
さ
ん

興
味
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
へ
行
き

熱
心
に
お
話
を
聞
い
て
お
り
ま

し
た
。

　

今
回
初
め
て
開
催
さ
れ
た
の

で
す
が
、
他
地
域
の
活
動
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
ⅰ
ｎ　
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
ⅰ
ｎ　
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ

　

有
坂　

廣
幸　

様
（
土　

村
）

　

谷
本　

清
光　

様
（
宿　

渡
）

　

新
井
ち
い
子　

様
（
大　

畑
）

　

篠
原　

茂
子　

様
（
溝
の
原
）

皆
様
か
ら
の
ご
厚
意
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

善
意
銀
行
御
礼

（
一
月
～
三
月
）
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手
拭
い
を
つ
く
る　
　

　
手
拭
い
の
歴
史
は
、
平
安
時
代

に
神
祭
具
と
し
て
、
ま
た
祭
礼
な

ど
を
司
る
身
分
の
高
い
者
の
装
身

具
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
な
り
木
綿
が
普
及
し
始
め
、

〈
手
拭
い
〉
や
〈
湯
手
〉
と
呼
ば

れ
、
庶
民
の
生
活
用
品
と
な
り
ま

し
た
。
然
し
、
実
用
だ
け
で
な
く

古
典
芸
能
の
落
語
や
日
本
舞
踊
の

小
道
具
と
し
て
、
歌
舞
伎
役
者
の

被
り
物
、
祭
礼
や
剣
道
の
被
り
物

な
ど
と
色
々
な
形
で
普
及
し
ま
し

た
。
特
に
人
気
商
売
の
歌
舞
伎
役

者
や
大
相
撲
の
力
士
、
落
語
家
が

贔
屓
筋
や
客
に
名
入
り
や
自
身
の

紋
入
り
の
手
拭
を
名
刺
代
わ
り
に

配
っ
た
の
で
す
。
ま
た
庶
民
的
に

は
お
年
玉
と
し
て
、
節
句
の
縁
起

物
と
し
て
の
贈
答
や
餞
別
、
心
づ

け
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
故
、

手
拭
染
屋
が
増
え
手
拭
・
浴
衣
・

暖
簾
の
意
匠
と
し
て
役
者
絵
や
紋

柄
、
花
鳥
風
月
な
ど
の
型
染
め
が

盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
も

そ
れ
ら
が
受
け
継
が
れ
、
柄
出
し

に
は
〈
東
京
の
豆
絞
り
〉〈
鳴
海

絞
り
〉〈
京
絞
り
〉〈
堺
・
墨
田
の

注
染
〉〈
板
締
め
絞
り
〉
な
ど
が

あ
り
ま
す
。「
草
木
染
の
会
」で
は
、

伝
統
的
な
柄
出
し
技
法
で

手
拭
い
作
り
を
し
ま
し

た
。
挑
戦
し
た
柄
出
し
法

は
、〈
折
紙
絞
り
〉〈
板
締

め
絞
り
〉〈
巻
縫
い
絞
り
〉

〈
帽
子
絞
り
〉〈
群
雲
棒
絞
り
〉〈
群

雲
筒
絞
り
〉
で
す
。
板
締
め
絞
り

は
三
角
や
ハ
ー
ト
型
、
丸
型
の
板

で
し
っ
か
り
と
生
地
を
挟
ん
で
染

め
ま
す
。
帽
子
絞
り
は
京
都
の
伝

統
的
な
絞
り
技
法
で
、
下
絵
の
上

に
竹
の
皮
や
ビ
ニ
ー
ル
を
帽
子
の

よ
う
に
被
せ
て
防
染
し
て
柄
を
出

し
ま
す
。
今
回
の
メ
イ
ン
は
鳴
海

の
伝
統
的
な
群
雲
絞
り
で
す
。
棒

絞
り
は
生
地
を
し
っ
か
り
巻
取
り
、

絞
っ
て
イ
ワ
シ
雲
の
よ
う
な
柄
を

表
現
し
ま
す
。
筒
絞
り
は
直
径
十

㎝
の
塩
ビ
管
に
生
地
を
筒
状
に
縫

い
絞
り
ま
す
。
見
事
に
、

夏
の
群
雲
（
む
ら
く
も
）

が
出
ま
し
た
。
染
色
材
は

柄
の
表
現
が
ハ
ッ
キ
リ
す

る
よ
う
に
、「
藍
乾
燥
葉
」

と
「
蘇
芳
」
を
使
い
ま
し
た
。
三

月
〈
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
〉
で
の
「
地

元
主
婦
展
」
に
出
品
し
て
、
多
く

の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
冬
季
は
、

生
の
染
材
が
手
に
入
り
難
く
、
色

ん
な
柄
出
技
法
を
使
っ
て
染
色
す

る
の
も
楽
し
み
で
す
。

この広報紙は大豆インキを使用しています。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

　 4月 5日町総合センターで消防団の任命式が開催さ
れました。
　新入団員代表で宣誓書を読み上げる第 2分団の臼田
祐太さん。
　今年度の新入団員は 9名です。

　小海原のザゼンソウ群生地でザゼンソウの開花が始
まっていました。

（撮影日 4月 2日）

　

美
術
館
で
は
、

六
月
七
日
ま
で
、

「
そ
こ
に
あ
る
も

の
─
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
の
魅
力
─
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
秋
山
泉
の
鉛
筆

画
、
小
松
嘉
門
の
木
版
画
、
中

村
眞
美
子
の
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト

に
よ
る
主
に
白
と
黒
の
モ
ノ
ク

ロ
ー
ム
の
表
現
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
秋
山
泉
は
、
陶
や
ガ
ラ

ス
の
器
、
蝋
燭
、
室
内
等
の
モ

テ
ィ
ー
フ
を
光
の
な
か
で
捉
え
、

硬
度
の
違
う
多
く
の
鉛
筆
を
駆

使
し
、
独
自
の
絵
画
空
間
を
つ

く
り
上
げ
て
い
ま
す
。
小
松
嘉

門
は
、
長
い
時
を
刻
む
巨
木
と

の
対
話
や
、
バ
リ
島
で
の
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
か
ら
、
木

版
に
こ
だ
わ
り
、
大
判
の
木
版

画
で
精
緻
な
作
品
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
中
村
眞
美
子
は
、
枯

れ
ゆ
く
草
な
ど
の
植
物
を
、
独

特
の
に
じ
み
が
特
徴
の
ド
ラ
イ

ポ
イ
ン
ト
の
線
と
画
面
構
成
で

表
現
し
、
静
か
で
豊
か
な
風
景

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
各
作
品

か
ら
「
そ
こ
に
あ
る
も
の
」
の

存
在
を
感
じ
、
技
法
の
異
な
る

驚
く
べ
き
表
現
の
魅
力
を
お
愉

し
み
下
さ
い
。

「
そ
こ
に
あ
る
も
の 

─
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
魅
力
─
」開
催
中

秋
山
泉
《
静
物
ⅩⅥ
》


